
盛岡市動物公園 ZOOMO 

令和 5年度昆虫採集クラブ活動記録  
                                        

第１回例会の内容         2023年 6月 24日（土）曇り一時雨 26℃ 

令和５年度の昆虫採集クラブの活動
かつどう

が始
はじ

まりました。 

今年度は新
あら

たに 11 家族が入会
にゅうかい

し、継続
けいぞく

会員
かいいん

と合わせて２０家族 58 名の会員で活動していきま

す、みなさまよろしくお願
ねが

いいたします。 

今回の例会は「ガイダンス・昆虫の体の仕組
し く

みと標本
ひょうほん

の作り方」でした。ガイダンスでは昆虫採

集クラブの活動の目的
もくてき

と、活動の中で知
し

ってほしいことや考
かんが

えてもらいたいことをお話ししました。

その後で 1年間の活動予定、標本の作り方、採集のポイント、昆虫の体の仕組みについて解説
かいせつ

しまし

た。 

  

スライドの後は園内で採集を行いました。当日はあいにくの雨
あめ

予報
よ ほ う

の中でしたが、採集時間は何と

か雨があがってくれました。採集コースは二ホンアナグマ前
まえ

からNATURE
ネ イ チ ャ ー

 LOOP
ル ー プ

に入りPICNIC
ピ ク ニ ッ ク

 

FIELD
フィールド

まで行
い

き、その後
あと

でWANPAKU
わ ん ぱ く

 FIELD
フィールド

に行き、合計で３か所を回りました。 

 

NATURE LOOPではオオツマキヘリカメムシやルリツヤハダコメツキ、イチモンジカメノコハム

シなどがいました。オオカマキリやヒナバッタの仲間
な か ま

などはまだ幼虫
ようちゅう

でした。雨があがって間
ま

もな

いのでチョウ仲間の姿
すがた

は少
すく

なかったですが、クロヒカゲやヒメウラナミジャノメ、スジグロシロチ

ョウなどの姿が見られました。 



  

     オオカマキリ（幼虫）                  バッタの一種（幼虫） 

  

オオツマキヘリカメムシ（交尾中で大きい個体がメス）        イチモンジカメノコハムシ 

林内
りんない

の散策
さんさく

路
ろ

では、ムシヒキアブの仲間が多くいた場所
ば し ょ

がありました。オオバボタルやベニボタル

などの昼
ちゅう

行性
こうせい

（日中
にっちゅう

に活動する）のホタルの仲間も捕
と

れていました。 

  

      ムシヒキアブの一種                   ベニボタル 

（捕まえると翅を広げて死んだふりをする時もあります） 



  

オオオバボタル                                    オバボタル 

 

PICNIC FIELD では、トンボ池
いけ

周辺
しゅうへん

でトンボ採集がメインとなっていました。ちょうどホソミオ

ツネントンボが婚姻
こんいん

色
しょく

できれいな水色
みずいろ

に染
そ

まり、交尾
こ う び

している個体
こ た い

が多
おお

かったです。他
ほか

にはシオヤ

トンボとシオカラトンボが見られました。また、アジサイの葉
は

にはトゲカメムシがついていました。 

  

         ホソミオツネントンボ                ホソミオツネントンボ 

  

シオカラトンボ                シオカラトンボ？（メス） 

 



WANPAKU FIELDでは、草地
そ う ち

の端
はじ

の地面
じ め ん

がむき出
だ

しになっている場所
ば し ょ

で、クルマバッタモドキの

幼虫がいました。クルマバッタモドキは河川敷
かせんじき

など、あまり草
くさ

が生
は

えていない砂利
じ ゃ り

が混
ま

ざった土のあ

る環境
かんきょう

に生息
せいそく

しているバッタの仲間で、園内ではWANPAKU FIELDの草地の端や病院前
びょういんまえ

の荒地
あ れ ち

が

生息場所となっています。 

  

クルマバッタモドキ（幼虫）                イチモンジセセリ 

ここまで来
き

たあたりで、気温
き お ん

の上 昇
じょうしょう

と共
とも

にチョウの仲間の活動が活発
かっぱつ

になってきました。ヒョウ

モンチョウやセセリチョウ、シジミチョウの仲間など多くが見られ、発生
はっせい

初期
し ょ き

のミドリシジミの仲間

も捕れていました。 

  

ウラギンヒョウモン                 ミドリヒョウモン 

 

 

 

 

 

 

 



  

エゾミドリシジミ                 トンボエダシャク 

他にはカワトンボやオバボタル、そしてエダナナフシの幼虫もいました。特
とく

にエダナナフシの幼虫

は、今回の採集コース内
ない

で４～５匹
ひき

位
くらい

と沢山
たくさん

見られ、これまでの昆虫採集クラブの活動の１４年間

の中で一番
いちばん

多く見られたことから、園内の環境
かんきょう

の変化
へ ん か

を感
かん

じました。 

  

エダナナフシ                    エダナナフシ 

  

エダナナフシ                    エダナナフシ 

 

 



帰
かえ

りの園
えん

路
ろ

では、オオヘリカメムシが飛
と

んで来たり、擁壁
ようへき

に生えたツタの葉ではアカガネサルハム

シが捕れていました。アカガネサルハムシは虹
にじ

色
いろ

の綺麗
き れ い

なハムシなのでぜひ探
さが

してみてください。イ

ノシシ前の園路を歩
ある

いていたスジクワガタのメスも捕れていました。 

  

オオヘリカメムシ                  アカガネサルハムシ 

  
スジクワガタ（メス）                トホシオサゾウムシ 

その他の昆虫たち 

   
オオゾウムシ                  ウスモンオトシブミ 

 



 

 

  

シラホシカミキリ                    ソボリンゴカミキリ 

 

 

  

ナカジロサビカミキリ                   ジョウカイボン 

 

 

  

クロナガキマワリ                   クロツヤクシコメツキ 

 

 



 

 

  

カメノコテントウ               ウンモンテントウ（羽化したて） 

 

 

  

ナミテントウ                      ナミテントウ 

 

 

  

クロナガオサムシの一種                ルリツヤハダコメツキ 

 

 

 



 

 

  

トゲカメムシ                    クサギカメムシ 

 

 

  

アカヘリサシガメ                   ヘラクヌギカメムシ 

 

 

  

      ガガンボの一種                    ヤマトシリアゲ 

 

 

 



 

 

  

ヒメギス（幼虫）                    ガの一種 


